
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年７月２２日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラムに３名の学生が採用されました 

２．「大学生の規範意識と社会性の発達」を刊行 

 

  お 知 ら せ   

１．やまがた絆の森（楽天の森）の活動に参加します 

２．研究成果発表－ピーナッツ種皮には（高血糖や老化で蓄積増加する）タンパク質 

糖化修飾を抑制する因子が含まれる－ 

３．山形大学国際化推進事業支援プログラムについて 

４．地域教育文化学部特別講演会「２１世紀は大交流の時代」を開催 

５．地域教育文化学部公開講座「２１世紀の教育の創造」を開催  

６．ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」を開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年８月５日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プレス発表資料 
 

平成２６年 ７月２２日                  

山 形 大 学 

トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラムに３名の学生が採用されました 

（独）日本学生支援機構が募集した、官民協働海外留学支援制度「トビタテ！留学

JAPAN 日本代表プログラム」の派遣留学生に､本学から３名の学生が選ばれました。 

◆制度概要 

官民協働海外留学支援制度「トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム」は､今年度、（独）日本学

生支援機構が実施する新たな事業。文部科学省との連携及び「グローバル人材育成コミュニティ*」に

参画する企業からの支援により､“産業界を中心に社会で求められる人材”､“世界で､又は世界を視野

に入れて活躍できる人材”の育成という観点から学生を募集し、留学を支援します。 

対    象：日本の大学､大学院､短期大学等に在籍する日本人学生等 

派遣期間 ：２８日以上１年以内 

申請コース：①自然科学系、複合・融合系人材コース ②新興国コース  

③世界トップレベル大学等コース ④多様性人材コース 

支援内容 ：・諸外国への留学に必要な経費の一部を奨学金等として支給 

・留学経験の質を高めるため、留学の前後に研修を提供 

・留学後の継続的な学習や交流の場としての留学生のネットワークの提供 

 

◆派遣概要 

本学からは10名の学生が応募し､書面審査（一次審査）と面接審査（二次審査）を経て、以下３名の

採用が決定しました。 

・農学研究科 ２年 本田 詩織 インドネシア ガジャ・マダ大学へ５ヶ月間 （自然科学系、複合・ 

融合系人材コース） 

・人文学部 ３年 佐藤 ゆめ インドネシア ガジャ・マダ大学へ５ヶ月間 （新興国コース） 

・工学部 ４年 土屋 みなみ ドイツ ザクセン州経済振興公社へ９ヶ月間 （多様性人材コース） 

今後､事前研修を受けた後､採用された留学計画に基づき､本年９月から来年１月末または５月末ま

で､それぞれの留学先に派遣されます。（独）日本学生支援機構からは､留学準備金（事前・事後研修

参加費）及び奨学金等が支給され、派遣終了後は､事後研修を受けるほか､留学後の継続的な学習や

情報交換及び交流を可能とする「留学生ネットワーク」に参加することになります。 

 

*グローバル人材育成コミュニティ 

平成25年6月に閣議決定された「日本再興戦略～JAPAN is BACK～」等において『高校・大学等における留

学機会を､将来グローバルに活躍する意欲と能力のある若者全員に与えるため､留学生の経済的負担を軽減するた

めの寄付促進､給付を含む官民が協力した新たな仕組みの創設』の趣旨により､（独）日本学生支援機構のもとに創

設されたもの。企業､国､（独）日本学生支援機構､大学等､学生等の参加が計画されている。 

 
（お問合せ先） 

 小白川キャンパス事務部学生課留学支援担当 

電話 023-628-4927 



 

                                  

プレス発表資料                 

 

                                   平成２６年７月２２日                  

山 形 大 学 

 

「大学生の規範意識と社会性の発達」を刊行 

平成２４年度に本学学生の不祥事が続発したことを受け、教育・学生支援担当理事のも

とに設立された「学生不祥事防止検討プロジェクトチーム*」の検討結果報告を基に、新

たな見解等を加え、まとめた「大学生の規範意識と社会性の発達」を刊行しました。 

 

出版の経緯 

 平成２５年１０月の学長定例記者会見において、学生不祥事防止検討プロジェクトチー

ムの検討結果報告として、学生が不祥事を起こす背景について報告しました。その後、プ

ロジェクトチームが調査を継続したところ、小・中学校、高校の生徒や大学生、さらに社

会人の中にも「規範意識の未熟さ」を示す人が存在することがわかってきました。これら

の検討結果が、高等教育だけではなく初等教育・中等教育及び社会人教育のいずれにも有

益な情報をもたらす可能性が出てくることになると考え、このような社会的意義をふまえ

て、プロジェクトの検討結果を書籍として出版することとしました。 

 

概要 

 第１部は、「プロジェクトの取り組み結果概要」として全体の結論を、第２部には「不

祥事防止検討プロジェクトの取り組み全容」をまとめました。 

 ・発行：山形大学出版会 

 ・定価：１，０００円 ＋ 税 

 

 

 

*学生不祥事防止検討プロジェクトチーム 

構成は本学教員３名と職員２名の計５名で、平成２５年２月２７日にプロジェクトがスタートした。 

平成２５年10月15日の学長定例記者会見において最終報告を発表。 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 理学部 教授 小倉 泰憲 
（学生不祥事防止検討プロジェクトチームリーダー） 

電話 ０２３－６２８－４６４４ 







 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平成２６年７月２２日 

山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．やまがた絆の森（楽天の森）の活動に参加します 

山形大学は、楽天株式会社、公益財団法人山形県林業公社及び山形県と協働で、「やまがた絆の森 

（楽天の森）」の活動を実施します。四者が協力して、森林の整備・保全活動を実施し、イヌワシの

生息環境となる良好な自然環境を保全・創出します。この活動は、鳥海山麓の升田地区にある林業公

社が管理する林地１２haを対象に、間伐・下刈り・林道整備等を行うことにより、当地に生息するイ

ヌワシの餌となるノウサギ等の小動物を増殖させ、イヌワシの保護を主とする森林環境の保全を行う

ことを目的としています。 

平成３０年度までの予定で、四者で協定を締結し、山形大学では、農学部の林田 光祐教授が担当 

し、間伐等の森林整備の効果を確認する調査及び楽天が実施する本件活動にかかる楽天への助言及び

協力を行います。 

 

２．研究成果発表 

ピーナッツ種皮には(高血糖や老化で蓄積増加する)タンパク質糖化修飾を抑制する因子が含まれる 

本学地域教育文化学部食環境デザインコースの小酒井貴晴准教授と株式会社でん六は、ピーナッツ

種皮から熱水で抽出した成分には、プロアントシアニジンタイプA低分子群が多く含まれており、そ

の成分をフルクトース水多飲条件下の２型糖尿病モデルマウスへ２週間給与させたところ、血液中タ

ンパク質においてフルクトース誘導性のタンパク質糖化修飾を抑制することを明らかにしました。 

この結果は、日本人のように2型糖尿病になりやすい方が、ピーナッツ種皮由来成分を摂取するこ

とで、糖分（フルクトース）誘導性の血中タンパク質の糖化反応を抑制し、糖化タンパクが蓄積する

ことが知られている高血糖や加齢性障害（糖尿病、腎臓疾患、皮膚美容、アルツハイマーなど）を低

減させる可能性を示唆しています。この成果は、８月２９日に福岡で開催される第６１回日本食品科

学工学会にて発表される予定です。 

この研究成果は、肥満などの生活習慣病や加齢に伴う疾患などを抑制する機能性食品の開発や抗糖

化薬の創薬に貢献することが期待されています。 

 

３．山形大学国際化推進事業支援プログラムについて 

山形大学では、国際交流の活発化を図るために、「山形大学国際化推進事業支援プログラム」を平

成２５年度に創設し、国際交流に関する各種事業に対し支援を行っています。平成２６年度は、７つ

の事項について募集を行い、２２件が採択されました。 

その中から、「留学生と日本人学生及び地域住民との交流事業」に採択された６件の事業について、

資料「山形大学国際化推進事業支援プログラム一覧」にまとめました。まもなく実施される事業もあ

りますので、詳細、取材の申込については、国際交流室にお問い合わせください。 



 

 

４．地域教育文化学部特別講演会「２１世紀は大交流の時代」を開催 

日本の観光を牽引している株式会社ジェイティービー相談役の舩山龍二氏を講師にお招きし、特別 

講演会「２１世紀は大交流の時代」を開催します。世界的交流の現状と将来、そして観光の大いなる

可能性などのお話を通して、大学における今後の学び、そして将来のキャリアにとって、グローバル

な視点で考えるよい機会になると思います。講演会には、一般の方もご参加いただけます。 

なお、本講演会のポスターは地域教育文化学部文化創造学科造形芸術コース４年の鈴木絵梨さんが 

作成しました。 

◆日 時：７月２５日（金）１６：４５～１８：１５（講演） 

◆場 所：山形大学小白川キャンパス基盤教育２号館２階２２２教室 

【お問い合わせ：地域教育文化学部事務室 電話 023-628-4304】 

 

５．地域教育文化学部公開講座「２１世紀の教育の創造」を開催  

“ほめる・叱る”教育が、平成に生まれて育つ子どもたちとミスマッチ状態にあります。本講座で 

は、民主的な親子関係のあり方（理念）とそこでのコミュニケーション技法（方法）をセットで学べ

る親学習プログラムSTEPを中心とした内容を紹介し、２１世紀を担う子どもたちに、民主的な関係性

を経験させることのできる親や教師としてのかかわりを学びます。 

◆日 時：８月２７日（水） 

９月３日（水）・１０日（水）・１７日（水）・２４日（水） 

      ＊全日１８：００～２０：００ 

◆場 所：山形大学地域教育文化学部１号館１１４講義室 

◆対 象：一般市民（定員５０名） 

◆受講料：２，０００円 

◆申 込：７月３１日（木）まで、電話またはメールでお申し込みください。 

 

６．ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」を開催 

農学部では、高校生を対象に、ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」－土壌

微生物・植物・昆虫間の相互作用－を開催します。 

普段はめったに見ることができない大学の研究や研究者との対話、実験などから、科学の楽しさ、

難しさ、不思議に触れてみませんか。未来博士号が授与される、高校生対象の特別プログラムです。 

◆日 時：９月２０日（土）９：００～１６：００ 

◆場 所：山形大学農学部３号館（鶴岡キャンパス） 

◆対 象：高校生２０名 

◆参加費：無料 （昼食付）  

◆申 込：９月５日（金）まで、E-mail、Fax又は電話でお申し込み下さい。 

 



 

                                  

プレス通知資料 

                                      

平成２６年７月２２日             

山 形 大 学 

やまがた絆の森（楽天の森）の活動に参加します  

山形大学は、楽天株式会社、公益財団法人山形県林業公社及び山形県と協働で、

「やまがた絆の森（楽天の森）」の活動を実施します。四者が協力して、森林の整

備・保全活動を実施し、イヌワシの生息環境となる良好な自然環境を保全・創出し

ます。 

 
◆活動概要 

この活動は、鳥海山麓の升田地区にある林業公社が管理する林地１２haを対象に、間伐

・下刈り・林道整備等を行うことにより、当地に生息するイヌワシの餌となるノウサギ等

の小動物を増殖させ、イヌワシの保護を主とする森林環境の保全を行うことを目的として

います。 

楽天株式会社は、プロ野球東北楽天ゴールデンイーグルスのマスコットがイヌワシをモ

デルとしていることから、その保護を目的として活動をしてきました。また、山形県は森

林保全活動事業として「やまがた絆の森プロジェクト」を県内各所で行っています。 

山形大学では、鳥海山の南山麓で繁殖しているイヌワシの保全を目的とした林野庁東北

森林管理局による森林整備において、農学部の林田研究室が地元のイヌワシの森倶楽部と

連携して、森林と餌動物であるノウサギの動態に関する詳細な調査を行い、イヌワシに好

適な採餌環境を創出する森林整備方法に関する研究活動を行ってきました。 

活動の実施にあたり、平成３０年度までの５年間の活動を予定し、７月１４日付けで四

者間の協定を締結しました。 

 

◆山形大学の役割 

・山形大学では、農学部の林田 光祐教授（森林保全管理学）が担当。 

・間伐等の森林整備の効果を確認する調査＊及び楽天が実施する本件活動にかかる楽天

への助言及び協力。 

＊効果を確認する調査 

  植生調査：対象地の整備前後の植生の変化を調査する。  

  ノウサギ生息調査：イヌワシの餌となるノウサギの生息状況を自動撮影カメラと糞粒カ

ウントによって調査する。  

   イヌワシ行動調査：イヌワシの飛翔・採餌行動を調査する。 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 農学部企画広報室 

菅原 一彰 

0235-28-2910 
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平成２６年７月２２日                  

山 形 大 学 

研究成果発表 

 ピーナッツ種皮には（高血糖や老化で蓄積増加する）タンパク質糖化修飾を 

抑制する因子が含まれる 

本学地域教育文化学部および株式会社でん六は、「ピーナッツ種皮から熱水で

抽出した成分は、高血糖や老化で蓄積増加するタンパク質糖化修飾を抑制する」

ことを、２型糖尿病マウスを用いて明らかにし、８月２９日に福岡で開催される

第61回日本食品科学工学会にて発表する予定です。 

この研究成果は、肥満などの生活習慣病や加齢に伴う疾患などを抑制する機能

性食品の開発や抗糖化薬の創薬に貢献することが期待されています。 

◆経緯 

糖類が体内の様々なタンパク質へ結合すると、最終糖化産物が産生されます。この最終糖化産

物は、高血糖状態や老化時に蓄積増加し、様々な障害や疾患の増悪を関与すると考えられてい

ます。 

もともと、ピーナッツ種皮由来成分には抗酸化物質が含まれていることは知られていましたが、抗糖化作

用の有無に関しては理解されていませんでした。今回、地域教育文化学部食環境デザインコース

の小酒井貴晴准教授と株式会社でん六は、ピーナッツ種皮から熱水で抽出した成分には、プロア

ントシアニジンタイプA低分子群が多く含まれており、その成分をフルクトース水多飲条件下の２型

糖尿病モデルマウスへ２週間給与させたところ、血液中タンパク質においてフルクトース誘導性のタ

ンパク質糖化修飾を抑制することを明らかにしました。 

 

◆今後の予定 

 この結果は、日本人のように2型糖尿病になりやすい方が、ピーナッツ種皮由来成分を摂取する

ことで、糖分（フルクトース）誘導性の血中タンパク質の糖化反応を抑制し、糖化タンパクが蓄積す

ることが知られている高血糖や加齢性障害（糖尿病、腎臓疾患、皮膚美容、アルツハイマーなど）

を低減させる可能性を示唆しています。この成果は、８月２９日に福岡で開催される第６１回日本食

品科学工学会にて発表される予定です。 

今後は、１）機能性を有する因子がプロアントシアニジンタイプAである科学的証拠を確実に得る

こと、２）その抑制メカニズムを解明して、どのようなタンパク質の糖化修飾を抑制しやすいのかを明

らかにすること、３）ヒトでも同様の抑制効果があるかどうかを検証すること、などを明らかにすることで、

機能性豆菓子や創薬の原料品などへの応用技術につなげたいと、考えています。 

 

 

 
（お問合せ先） 

地域教育文化学部食環境デザインコース 

小酒井貴晴（電話 628-4354）  
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                                   平成２６年７月２２日     

山 形 大 学 

 

山形大学国際化推進事業支援プログラムについて 

 山形大学では、国際交流の活発化を図るために、「山形大学国際化推進事業支援プログ

ラム」を平成２５年度に創設し、国際交流に関する各種事業に対し支援を行っていま

す。今年度採択された事業の中から、特色ある支援事業を紹介します。  

 

【プログラム概要】 

 平成２６年度は、山形大学2014年度行動計画「Annual Plan2014」を元に、以下の７つの

事業について募集を行いました。選考方法は、国際交流担当理事が審査し、決定。 

本プログラムでは、事業の実施をとおして、山形大学の多面的なグローバル化を図るこ

とを目的としています。 

（１）学生及び教職員の意識改革のためのフォーラム開催事業 

（２）日本人学生と留学生との交流事業 

（３）２年間にわたる海外共同研究事業（平成２５年度に採択された事業のみ） 

（４）海外留学及び留学生受入れの障害を改善する事業 

（５）留学生と日本人学生及び地域住民との交流事業 

（６）留学生からの意見を反映させる部局長等との懇談会開催事業 

（７）留学生交流支援制度（ＪＡＳＳＯ）採択に対する支援事業 

【支援状況】 

 平成２６年度は２２件の事業が採択されました。その中で、「留学生と日本人学生及び

地域住民との交流事業」に採択された６件について紹介します。詳細は別紙のとおりです。 

１ 大学（日本と台湾）と地域（西川町）のスポーツ交流を通しての留学促進プログラム 

２ 工学部国際連携サマープログラム２０１４（受入） 

３ 留学生による一芸交流会を通した被災地ボランティア活動 

４ 留学生と山形大学生による世界のボードゲームの紹介 

５ 山形から世界へ－多文化交流コンサート２０１５ 

６ 留学生対象実地見学旅行(川西町で交流）  

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学教育・学生支援部 

  国際交流課国際交流室 

   迎 田、槙 

電話 023-628-4118 



NO 部局名 事業名 事業概要

１
地域教育文化
学部

大学（日本と台湾）と地域（西
川町）のスポーツ交流を通し
ての留学促進プログラム

台湾師範大学の学生がスキーを通して、山形大学の学生や地域（西川町）と交流をする。この事業は、３年間継続
されている事業であり、のべ１２０名の師範大学の学生が参加している。はじめに西川町に滞在し、スキーの基本を
学ぶとともに、西川の文化施設・自然・食文化等や地域住民との交流会で親睦を深め、次いで蔵王スキー場でス
キー技術と日本のウインタースポーツ事情を学習する。本事業は、台湾師範大学運動・レジャー学院の「スポーツ・
ツーリズム」の授業となっている。西川町等において、 2015年1月実施予定。

２ 工学部
工学部国際連携サマープログ
ラム２０１４（受入）

 海外協定校との連携の強化および日本人学生の国際理解力の向上を目的として、受入れと派遣を1年交替で実施
している。2014年はタイ・マレーシア・中国・台湾の４か国・地域の7～8大学から12名の学生を受け入れる予定であ
る。
今回のプログラムにおいては、学生交流・専門の講義及び研究室訪問・日本文化体験・ホームステイはもちろんの
こと、環境と科学をテーマに工学を学ぶ者が取り組むべき課題についても蔵王合宿にて検討する。共通のコミュニ
ケーション・ツールは英語であり、日本人学生にとっても実践力を身につける絶好の機会となる。　工学部において、
2014年7月28日から8月8日実施予定。

３ 基盤教育院
留学生による一芸交流会を通
した被災地ボランティア活動

山形大学の各キャンパスで学ぶ留学生を10～13名程度集め、宮城県の被災地に赴き、被災者の前で各国の伝統
芸能を披露する「一芸交流会」を開催することで、被災者に元気を送ると同時に、留学生の震災・復興に対する意
識・関心を高める。なお、山大生も同行する。　2014年11月実施予定。

４
実践教育推進
センター

留学生と山形大学生による世
界のボードゲームの紹介

世界で流通しているボードゲーム（約50種類）を展示する。体験コーナーでは留学生とグローバル・スタディーズ・
コースの学生と一緒に、ボードゲームを楽しみながら交流する。一般市民、学生（小、中、高、大）が対象である。
2014年7月6日実施。

５
小白川キャンパ
ス事務部

山形から世界へ－多文化交
流コンサート２０１５

留学生をメインとした外国人による民族音楽・民族舞踊、歌唱などを通じて、一般市民に異文化を体験してもらうとと
もに相互理解を深めてもらい、地域における貴重な国際交流の場とする。尤教授は「国際ロータリー第2800地区山
形米山学友会」会長として過去４年間連続して「山形から世界へー多文化交流コンサート」を開催してきた。コン
サートの出場者及び協力者がほとんど山形大学の留学生及び国際交流サークル（IF）の日本人学生という経緯もあ
り、今回は、山形大学を共催者として実施する。　山形市において、2015年1月実施予定。

６
小白川キャンパ
ス事務部

留学生対象実地見学旅行
(川西町で交流）

小白川キャンパス３学部・研究科に所属する外国人留学生及び日本人学生チューターを対象とした、宿泊を伴った
周遊旅行である。鑑賞・体験・交流を通じて、山形県内における歴史や伝統文化、豊かな自然、そこに息づく人々の
営みを深く学び、同時に留学生或いは学生同士の交流を活性化させるのが、この実地見学旅行の主旨である。
置賜地方（川西町）を中心として、熊野神社祭礼行事（獅子舞踊り）などの民俗芸能を鑑賞するほか、地域住民との
共同調理作業やホームステイなどの体験を通じて、国際交流を深める。　川西町において、2014年7月26・27日実施
予定。

（５）

留学生と日本
人学生及び地
域住民との交
流事業

支援事業番号

山形大学国際化推進事業支援プログラム一覧










